
種別名 災害対象

農業用
施設災害

農地災害 水田・畑

農道･農道橋・水路・
頭首工・ため池

受益者負担（徴収率）

事業費の10％以内

事業費の５％以内

8

　

全
国
ブ
ラ
ン
ド
の「
大
分
乾
椎
茸
」の

品
質
向
上
や
生
産
の
増
大
を
目
指
し
た

品
評
会
が
、東
部
地
区
森
林
・
林
業
活
性

化
協
議
会（
会
長
・
八
坂
恭
介
杵
築
市

長
）の
主
催
で
４
月
20
日（
水
）、杵
築
市

役
所
山
香
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

品
評
会
は
乾
椎
茸
の
部
門（
ど
ん
こ
・

こ
う
こ
・
こ
う
し
ん
）と
ほ
だ
場
の
部
門

で
行
わ
れ
、国
東
、杵
築
、速
見
、別
府
地

区
か
ら
２
８
０
点
の
出
品
が
あ
り
、乾
椎

茸
部
門
の
優
等
賞
に
、国
東
市
か
ら
国

東
町
大
恩
寺
の
松
井
正
光
さ
ん
、安
岐

町
山
口
の
阿
部
悦
男
さ
ん
・
輝
美
さ
ん
ご

夫
妻
、ほ
だ
場
の
部
門
で
最
優
秀
賞
に
国

東
町
鶴
川
の
佐
藤
泰
生
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

第
５
回
東
部
地
区

乾
椎
茸
品
評
会

第
５
回
東
部
地
区

乾
椎
茸
品
評
会

「
国
東
市
葉
た
ば
こ

生
産
組
合
」設
立

「
国
東
市
葉
た
ば
こ

生
産
組
合
」設
立

農地・農業用施設災害復旧事業のお知らせ

　

国
東
町
富
来
地
区
の
農
家
37
戸
で
構

成
す
る
、農
事
組
合
法
人
・
富
来
生
産
組

合
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

４
月
26
日（
火
）、富
来
区
公
民
館
で
行

わ
れ
た
設
立
総
会
で
は
、今
後
の
事
業

計
画
等
に
つ
い
て
協
議
し
、組
合
長
に
石

丸
政
人
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、高
齢
化
に
よ
る
耕
作
放
棄
の

防
止
に
向
け
て
、組
合
で
農
地
の
維
持
・

管
理
と
農
作
業
受
託
を
行
う
な
ど
、効

率
的
な
農
業
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

市
内
の
農
家
24
戸（
国
見
町
３
戸
・
国
東

町
10
戸
・
安
岐
町
11
戸
）で
構
成
す
る
、国

東
市
葉
た
ば
こ
生
産
組
合
が
合
併
に
よ

り
発
足
し
ま
し
た
。

　

４
月
13
日（
水
）、ア
ス
ト
く
に
さ
き
で

行
わ
れ
た
設
立
総
会
で
は
、組
合
長
に

坂
本
己
吉
さ
ん（
国
東
町
北
江
）が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、葉
た
ば
こ
生
産
の
発
展
の

た
め
、組
合
員
相
互
が
連
携
し
て
品
質

向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

　大雨や台風の季節をひかえ、農地・農業用
施設災害発生が予想されることから、耕地関
係災害復旧事業についてお知らせします。
　事業には、農地災害・農業用施設災害の二
種類があり、それぞれの受益者負担額は、次
のとおりです。

集
落
の
農
地
は
集
落
で
守
る

農
事
組
合
法
人

「
富
来
生
産
組
合
」設
立

集
落
の
農
地
は
集
落
で
守
る

農
事
組
合
法
人

「
富
来
生
産
組
合
」設
立

表彰を受ける松井さん（写真右）

問い合わせ　農政課　耕地班　☎0978-72-5167

※農業用施設災害復旧事業では、適正な維持管理を行っている施設でなければ対象となりません。
　詳しくはお問い合わせください。


